
分かってきた食物感作（IgE）と心血管疾患の関係

2024年10月29日 かくたこども＆アレルギークリニック 院長角田和彦

食物に対するアレルギー（IgE陽性）があるのに、
それを無視して食べ続けると

心臓血管疾患で死亡するリスクが高くなる

アレルギーは化学物質（毒物）に対する防衛反応

アトピー性皮膚炎は侵入した化学物質（毒物）を排泄する能力



アレルギーとは？

多数の臨床例から導き出した仮説

哺乳動物が進化の過程で獲得した

毒物・化学物質を避け

身を守るための防衛手段

個人の耐性能力に差があるためアレルギーの起こしやすさは個人差がある

必ず毒性があるもの、毒（有害化学物質）を含むものにアレルギーを起こす



生物の進化

酸素の毒

生物が作り出す毒

人工化学物質の毒
人が作り出した

有害化学物質

鉱物の毒

原始的な免疫

進化した免疫
アレルギー反応

常に環境との闘い

カビ毒、ハチ毒

ヘビ、クラゲ、
寄生虫など



外界 体内

免疫
アレルギー

異物
栄養・ビタミンなど
生体にとって有益

利用

化学物質や毒
素など生体に

とって有害

消化・酵素に
よる処理

処理できず

排出

体内侵入を阻止

アトピー性皮膚炎

アレルギー



感作と発病 感作：激しいアレルギーを起こす前の段階

原因となる物質

感作

この物質は危険
と体が判断

アレルギーを起こ
す準備状態

アレルギー症状
の出現

体の防衛反応

発病繰り返し

接触・吸入・摂取

原因物質

再度の接触・吸入・摂取

アレルギー反応が
強烈に全身に起こる

アナフィラキシー



防衛反応としての
アレルギー反応

暴走したアレルギー
＝アレルギー性疾患

アナフィラキシー
じんましん
気管支喘息
食物アレルギー
アレルギー性鼻炎
アレルギー性結膜炎
アトピー性皮膚炎
扁桃腺肥大など

いやな匂い
いやな感じ
鼻水・くしゃみ
咳・痰
嘔吐・下痢
湿疹・かゆみなど

避ける反応

例えば、蛾の鱗粉には毒がある
蛾が嫌い＝蛾のアレルギー

----動物的直感

異物・病原体に対す
る防御力（免疫力）
の不足

神経・内分泌の異常

感染しやすさ
急性肺炎
急性気管支炎
急性中耳炎
扁桃腺炎
とびひなど

成人病・癌
神経や内分泌の
異常など

アレルギー疾患の病態

化学物質過敏症
--化学物質・毒物の臭いを感知して避け体を守ってる

化学物質・毒物の影響
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Co-PCB

PCDD+PCDF

ダイオキシン最高値が3pgTEQ/g以上の魚
pgTEQ/g

　　平成11年度から14年度魚介類中のダイオキシン類の実態調査

　　　　　　　　　（中間報告）について　平成11年度～平成13年度分

　　　　　　　　　平成14年9月27日水産庁増殖推進部魚場資源課
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平成12年度農用地土壌及び農作物に係るダイオキシン類実態調査結果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　環境省環境管理局水環境部土壌環境課　　　農林水産省生産局農産振興課

ダイオキシン汚染が少ない畜産物はやはり豚肉
乳製品、牛肉、卵、鶏肉はダイオキシン汚染のひどいものが多い



平成28年度 化学物質環境実態調査 調査結果報告書 環境省

魚類のPCB汚染は減っていない



平成 28 年度 化学物質の人へのばく露量モニタリング調査 結 果 に つ い て 環境省

水酸化PCBは脳神経の発達を障害することが分かっている
摂取量はよこばい



カワウの卵のモニタリング調査結果 環境省

卵黄に多量
の化学物質
が残留する
親鳥の200倍

3800000



水素を添加し固形化した硬化油脂（マーガリン）には、
有害なトランス脂肪酸が多く含まれる

マーガリン、ショートニング、市販植物性油脂、人工ミルク

スナック菓子やインスタントラーメン、揚げ物などに含まれる

反すう動物（牛など）の脂肪や乳脂に含まれる

—牛肉、牛乳、バター、チーズなど

有害なトランス脂肪酸
トランス脂肪酸は人が摂取する最大量の人工化学物質

トランス脂肪酸を多く含む食材

細胞膜機能障害、脂肪酸代謝障害によって
神経機能、運動機能、情緒機能などすべての生体機能が障害される
発達が障害される



１）トランス脂肪酸は、コレステロールやLDL－C（LDLコレステロール：悪玉コレステロール）を上昇
させ、炎症反応を増加させ（IL-6やCRPなどを増加させる）、血管内皮を損傷させるため、虚血性心
疾患に悪影響を起こすとして注目されている。 --LDL-Cを増加させ、HDL-Cを低下させる。

        D. Mozaffarian et al 2004、 M.Naruszewicz et al 2003

２）トランス脂肪酸の摂取量が多くなると気管支喘息、アレルギー性鼻炎、アトピー性皮膚炎などア
レルギー疾患の罹患率が上がることが報告されている。

トランス脂肪酸が炎症反応を悪化させることから考えると、トランス脂肪酸の摂取が多い人ではア
レルギー症状が激しくなると思われる 。 

        SK. Weiland et al  1999 , D. Mozaffarian et al 2004, E. Lopez-Garcia et al  2005

３）胎児や乳児の発達に影響を及ぼす可能性が指摘されている。 

        H. Mojska et al 2003

４）その他、トランス脂肪酸は認知症を起こす可能性も考えられている。
        MC. Morris 2004

参考文献の詳細はHPに掲載

トランス脂肪酸によって起こる病気の報告



パンの有機リン系殺虫剤検出値

学校給食パン グルメパン 普通の市販パン アメリカ有機小麦使用パン

オーストラリア無農薬小麦
使用パン
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北海道小麦使用パン

国産有機小麦使用パン

食品と暮らしの安全138号、2000年〈日本子孫基金）

クロルピリホスメチル、マラチオン、フェニトロチオン合計値

輸入小麦で製造されたパン、麺、お菓子には
有機リン系殺虫剤が残留している

国産小麦には残
留がない



小麦の原産地表示がない（おそらくは輸入小麦）からはすべての検体からグリホサート検出



牛
乳

卵・ブロイラー肉
女性ホルモン含有
有機塩素系化合物
ダイオキシン・PCB汚染
油脂に脂溶性環境汚染化学
物質を蓄積

食物アレルギーの原因食物＝環境汚染化学物質の残留がある

牛乳・牛肉  
女性ホルモン含有
トランス脂肪酸含有
有機塩素系化合物
ダイオキシン・PCB汚染
油脂に脂溶性環境汚染
化学物質を蓄積小麦

  輸入小麦に有機リン系殺
虫剤が残留

 （とくに学校給食のパン）
輸入小麦に除草剤
パン食にすると副食としてバ
ターやチーズ、牛乳、卵など
の汚染された油脂類を摂取

魚貝類
有機塩素系化合物ダ
イオキシン・PCB など
脂溶性環境汚染化学
物質
有機スズ化合物
有機水銀汚染

その他

アニサキス

ラパス貝

ピーナッツ

ソバ

エビ

ゴマ

ココナッツ

コショウ

クルミ

イカ

バナナ

ニンニク

チョコレート

イクラなど



K.Kakauta

有機塩素系化合物摂取量
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松田りえ子ら：H14年度厚
生労働科学研究　日常食
の汚染物質摂取量及び汚
染物モニタリング調査研究

有機塩素系化合物一日摂取量

水酸化ＰＣＢや有機塩素系殺虫剤は

小児の神経発達を障害することがわかっている

アレルギーを起
こしやすい食材
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H13年度厚生労働科学研究　ダイオキシン一日摂取量（トータルダイエット）調査

H13年厚生労働科学研究費補
助金（食品・化学物質安全総合
研究事業）
分担研究報告書

ダイオキシンの汚染実態把握及
び摂取低減化に関する研究：ダ
イオキシン類のトータルダイエッ
ト調査

 豊田正武
　国立医薬品食品衛生研究所

ダイオキシンは免疫を障害 甲状腺ホルモンを低下させ発達障害

アレルギーを起
こしやすい食材



自閉症スペクトラム障害や
ADHD、統合失調症などを起こ
す環境化学物質

 

 

 
健常人 490名（各年度約 80名、40-59歳）のボランティアの血液、その内 420名の尿を用いて測定。血液調査は 

難分解性物質や金属について測定し、尿調査は代謝が早い物質について測定。2011～2016年の結果の中央値を記載。 

†：2011年のみ検査した項目。◎：検査対象の全員から検出。*TEQ: 毒性等量（化合物により毒性の強さが違うので、 

毒性が強い 2,3,7,8-TeCDD毒性に換算した値）。**/g-fat：脂肪重量当たりの濃度。***/g cr: 尿中クレアチンに対する濃度。 

注：「毒性や性質」は、筆者が研究論文の情報から加えた項目で、環境省の見解ではない。 

http://www.env.go.jp/chemi/kenkou/monitoring.html 

表 8-1.日本人における有害な環境化学物質の曝露状況 -環境省モニタリング調査（2017） 

試

料  分類、用途など 化学物質名 中央値 毒性や性質など注 

 

 

 

 

 

 

血

液  

ダイオキシン類（非意図的生産物） ◎9.4 pg-TEQ/g-fat* 
発がん性、エピジェ

ネティック変異原等 

PCB（ポリ塩化ビフェニール）類（異性体 209種、絶縁材等） ◎190 ng/g-fat** 環境ホルモン作用等 

フッ素化合物 

(テフロンなど家庭用品) 

PFOS(ペルフルオロオクタンスルホン酸) ◎3.5 ng/ml 発がん性、生殖毒性

等  
PFOA (ペルフルオロオクタン酸) ◎1.8 ng/ml 

DDT（ジクロロジフェニ

ルトリクロロエタン）類† 

p,p’-DDT ◎6.1 ng/g-fat 

有機塩素系農薬、 
発がん性、神経毒性、

発達神経毒性、環境

ホルモン作用、エピ

ジェネティック変異

原等  

p,p’-DDE（代謝物） ◎120 ng/g-fat 

クロルデン類† trans ノナクロル ◎23 ng/g-fat 

ドリン類† ディルドリン ◎3.2 ng/g-fat 

ヘキサクロロシクロヘキサン† βHCH ◎27 ng/g-fat 

ヘキサクロロベンゼン（除草剤）† ◎14 ng/g-fat 発がん性等 

PBDE 類（ポリ臭素化ジフェニルエーテル、難燃剤）† ◎2.6 ng/g-fat 環境ホルモン作用等 

鉛  ◎11 ng/ml 神経毒性、発達神経

毒性等 
総水銀（メチル水銀、無機水銀など） ◎8.3 ng/ml 

 

 

 

 

 

 

尿  

有機リン系農薬代謝物 

DMP（ジメチルリン酸） 2.5 μg/g cr*** 
神経毒性、遅発性神

経毒性、発達神経毒

性等  
DEP（ジエチルリン酸） 3.2 μg/g cr 

DMTP（ジメチルチオリン酸） 3.6 μg/g cr 

ピレスロイド系農薬代謝物 PBA（フェノキシ安息香酸） 0.33 μg/g cr 発達神経毒性等 

トリクロサン（除菌剤、薬用石鹸、歯磨き、化粧品など） ◎0.97 μg/g cr 環境ホルモン作用等 

フタル酸エステル代謝物 

（プラスチック可塑剤） 

MBP（フタル酸モノブチル） ◎16 μg/g cr 

環境ホルモン作用、
発達神経毒性等 

MEHP（フタル酸エステル） ◎2.6 μg/g cr 

MEHHP ◎8.3 μg/g cr 

MEOHP ◎5.4 μg/g cr 

ビスフェノールA（BPA; プラスチック原料） 0.29 μg/g cr 

環境ホルモン作用 

エピジェネティック

変異原等 

パラベン類（防腐剤） メチルパラベン ◎72 μg/g cr 環境ホルモン作用 

カドミウム ◎0.74 μg/g cr 神経毒性、エピジェ

ネティック変異原、

遺伝毒性等 ヒ素  三価ヒ素 1.4 μg/g cr 

アレルギー原因食
材を無理やり食べ
させる

＝発達障害を助長
させる

アレルギーの子どもたちがアレ
ルギーを起こして避けようとし
ている環境中・食品中に含まれ
る化学物質

＝



化学物質に直接アレルギーを起こした例

イソシアネートに対するアレルギーの増加



皮膚・粘膜障害、呼吸器障害、神経障害、発がん性



無香料生活 https://mukouryou.blogspot.com/?m=1 より借用

壁材ウレタンはそのまま残る

ＶＯＣ研調査研究結果

https://mukouryou.blogspot.com/?m=1


皮膚に一番近いポリウレタン
伸びる衣類、すべすべした衣類に組み込まれたポリウレタン
数年で劣化し製品の品質は低下していく
劣化の過程でポリウレタンは分解しイソシアネートが揮発する



イソシアネート使用製品の例

• 柔軟仕上げ剤・消臭剤（香料の長持ち効果のためのマイクロカプセルなど）

• 消臭剤などのスプレー剤（成分の長持ち効果のためのマイクロカプセルなど）

• 伸縮性のため繊維に混紡－衣類、寝具、雨具、合成皮革

• 塗料

• タイヤなどのゴム製品

• マットレス・緩衝材・壁紙・床材・合板接着など

• プリンタインク、接着剤など文具

• 点滴チューブ、防水シートなど

• 農薬・肥料（長持ち効果のためのマイクロカプセル・造粒・水懸濁分散性）

• 道路舗装工事（アスファルト・コンクリート）

• 水道管工事（シール材）、配管工事（断熱材、継ぎ目パッキング）

• 屋根・屋上・外装塗装

様々なものや場所に存在

ポリウレタンとして
身の周りの様々なものに使われている

労働者—生成時の曝露
消費者--残留・分解モノマーの揮発への曝露

（切断、切削、衣服の摩擦、静電気、汗、高温等で分解）



トルエンジイソシアネート（TDI)IgE 陽性者が増えてきたため、
2019/1より（TDI)IgEをルーチン検査とし、アレルギー検査希望者全例
で検査を実施した                 検査期間 2019/1-2019/5
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若い人を中心に0歳から70歳代まで
陽性者が多数いることが分かった

（その後80歳代まで陽性者がいることがわかった）



イソシアネート（TDI)IgE 症例数 ％

陽性者 ＞0.34 35 10.9 

0.10-0.34 56 17.4 

陰性者 ＜0.10 231 71.7 

計 322 

10.9％で陽性 28.3％で上昇



労災疾病臨床研究事業--化学物質特異的IgGのアレルギー診
断と曝露モニタリングへの有用性に関する調査

-平成26 年度総括･分担研究報告書
-----研究代表者辻真弓（2015年4 月）

鹿児島県南九州市の一般住民（N=191）中

イソシアネート（TDI） IgE 抗体陽性者は0 人であることが
報告されており、

2014年には一般住民での感作はあまり起きていないと考えられる

化学物質（樹脂）取扱い作業者を含む事業所従業員81人中
TDI（トルエンジイソシアネート）特異的IgG 抗体性者は20 人（25％）
TDI（トルエンジイソシアネート）特異的IgE 抗体性者は 2 人（2％）
HDI（ヘキサメチレンジイソシアネート）特異的IgE 抗体性者は 2 人（2％）



現在IgEが検査できる化学物質

イソシアネートTDI（アルブミン蛋白にイソシアネートを結合させて測定）

イソシアネートMDI

イソシアネートHDI

エチレンオキサイド
無水フタル酸
ホルマリン

もし、他の様々な化学物質のIgEが検査できるようになれば、
化学物質への感作の実態が分かるようになると思われる



食物IgE陽性の食品を食べている人は

心臓血管疾患で死亡する率が高い

最近になってわかってきたこと

アトピー性皮膚炎の症例は心臓血管疾患にり患しやすい

牛肉や豚肉アレルギー（α-GalIgE陽性）の症例は

心臓血管疾患にり患しやすい



アトピー性皮膚炎と主要な心血管疾患：集団ベースの研究の系統的レビューとメタ分析

背景: アトピー性皮膚炎は一般的な炎症性皮膚疾患である。 さまざまな炎症状態は、世界的な死亡率と罹

患率の主な原因である心血管疾患に関連していると考えられている。

目的: 私たちは、アトピー性皮膚炎と特定の心血管疾患との関連性を評価する集団ベースの研究を系統的

にレビューし、メタ分析することを目指した。

方法: MEDLINE、Embase、Global Healthを開始から2017年12月まで検索し、ランダム効果メタ分析を使

用してプールされた推定値を取得した。多変量ベイジアンメタ回帰モデルを使用して、アトピー性皮膚炎

の重症度の増加が心血管系の転帰に与える影響の傾きを推定した。

結果: 19 件の関連研究が含まれた。

横断研究で報告されたアトピー性皮膚炎の影響は不均一で、狭心症、心筋梗塞、心不全、または脳卒中と

の統合された関連性の証拠はなかった。

コホート研究では、アトピー性皮膚炎は心筋梗塞 (n=4、相対リスク [RR]、1.12、95% CI、1.00-1.25)、

脳卒中 (n=4、RR、1.10、95% CI、1.03-1.17)、虚血性脳卒中 (n=4、RR、1.17) のリスク増加と関連して

いた。心血管疾患の重症度は、心血管疾患（n = 2、RR、1.18、95% CI、1.13-1.24）、狭心症（n = 2、

RR、1.26、95% CI、1.05-1.51）で有意に高かった。

心血管疾患の転帰リスクは、アトピー性皮膚炎重症度が増すにつれて増加するようだった（重症度カテゴ

リー間の平均相対リスク増加、1.15、95%信頼区間、1.09-1.21、不確実性区間、1.04-1.28）。

結論：心血管転帰との有意な関連はコホート研究でより一般的だったが、研究間にかなりの不均一性があ

った。アトピー性皮膚炎の重症度が増すと、心血管疾患のアウトカムのリスクが高ま

った。この小さいながらも有意な関連性について、関係者の認識を高める必要がある。

(J Allergy Clin Immunol 2019;143:1821-9.)



Cl: Confidence Interval：信頼区間

Anna Ascott et al.: Atopic eczema and major cardiovascular outcomes: A systematic review and meta-analysis of 
population-based studies. Meta-Analysis J Allergy Clin Immunol;143(5):1821-1829. : 2019 May 
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/30576754/

アトピー性皮膚炎が重症なほど

狭心症、心筋梗塞、心血管死亡、
脳梗塞、心筋梗塞のリスクが高い

https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/30576754/


アトピー性皮膚炎と心血管疾患の関連性：スウェーデンの全国登録ベースの症例対照研究

近年、アトピー性皮膚炎（AD）と心血管疾患（CVD）の関連性についての議論がある。

本研究の目的は、1968年から2016年までのスウェーデンの国家登録データのリンクに基づき、全
国規模の登録ベースの症例対照研究（AD症例104,832件、対照1,022,435件）でADと冠動脈疾患
または虚血性脳卒中との関連性を調査することであった。 
患者は、ADに対する全身薬物療法を受けた場合、またはADを主診断として皮膚科病棟で治療を
受けた場合、重度のADに分類された。他のADは非重症として分類された。

併存疾患および社会経済的地位について多変量調整を行った後、全体的なADは狭心症と関連し
ていた（調整オッズ比（aOR）1.13、95％信頼区間（CI）1.08～1.19）が、一般集団と比較して、重度
のADの男性ではこの関連性は認められなかった。
男性の非重症 AD は心筋梗塞と関連していた (OR 1.15、95% CI 1.07～1.23)。
重症 AD は虚血性脳卒中と関連しており、男性と女性で同様の推定値であった (aOR 1.19、95% 

CI 1.07～1.33)。
女性のサブグループ解析では、喫煙が重症症例の重要なリスク要因であることが示された。
糖尿病、高脂血症、高血圧は、対照群よりも重症 AD で多く見られ、高脂血症と高血圧も対照群よ
りも非重症 AD で多く見られていた。
結論：この研究では AD は CVD と関連しており、特に重症 AD 患者を管理する際には、この点に
留意する必要がある。

Lina U Ivert 1 et al. : Association Between Atopic Dermatitis and Cardiovascular Disease: A Nationwide Register-based Case-control Study from 
Sweden.  Acta Derm Venereol.;99(10):865-870. 2019 Sep 1 https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/31197387/

https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/31197387/




最近になって注目されるようになった食物アレルギー

● α-galに感作された人が牛肉や豚肉を食べると、数時間（３～８
時間）後にアレルギーを起こす

●臨床症状は、嘔気・下痢・腹痛などの消化器症状と蕁麻疹、

アナフィラキシー

● α-gal 含む治療薬（セツキシマブという抗腫瘍製剤）を点滴し
アナフィラキシーショックを起こす症例が報告されている

牛肉特異IgE・豚肉特異IgEとセツキシマブ特異IgEは相関関係がある

●マダニ腸管内にα-galが存在し、
マダニ刺傷時にα-gal 含む糖蛋白が皮内に注入され感作される

（2009年報告：Dr. Thomas Platts-Mills ＆ Dr. Scott Commins）

α-gal アレルギー





● ２つの”ガラクトース”が、１-３位でアルファー結合した２糖類
●生体内では糖蛋白などの側鎖として認められる

●霊長類以外の哺乳類が α-gal を側鎖に持つ糖タンパクを合成可能
ヒトを含む霊長類ではα-gal 側鎖を持つ糖蛋白は存在しない
鳥類や魚類にも含まれていない

一部の魚卵（カレイ）に含まれる

α-gal



哺乳類オリゴ糖ガラクトース-α-1,3 (α-Gal) に対する免疫グロブリン E 感作は、
非石灰化プラーク、閉塞性冠動脈疾患、および ST 上昇心筋梗塞と関連している

背景: 冠動脈疾患 (CAD) の既知のリスク要因を治療することで、CAD の罹患率と死亡率が大幅に減
少しました。しかし、CAD の重大な負担は未だに説明されていません。最近、小規模な観察研究で、
哺乳類オリゴ糖ガラクトース-α-1,3-ガラクトース (α-Gal) に対する免疫グロブリン E の感作が
CAD と関連していることが示されました。私たちは、α-Gal 感作が CAD 負担、特に非石灰化プラー
クと関連していることを確認しようとしました。さらに、α-Gal 感作が ST 部分上昇型心筋梗塞
(STEMI) と関連しているかどうかを評価しようとしています。 
方法: BioHEART コホート研究に登録された参加者の横断的分析を実施しました。CAD の疑いで CT 
冠動脈造影検査を勧められた 1,056 人の患者と、標準的な修正可能なリスク因子のない患者を多く含
む STEMI を呈する選択された 100 人の患者の血清中の α-Gal 特異的免疫グロブリン E 抗体を測定
しました。CT 冠動脈造影検査は、冠動脈カルシウム スコアと部分的プラーク スコアを使用して評
価しました。

結果: α-Gal 感作は、年齢、性別、従来のリスク因子とは無関係に、非石灰化プラーク（オッズ比
1.62 [95% CI 1.04～2.53]、P=0.03）および閉塞性 CAD（オッズ比 2.05 [95% CI 1.29～3.25]、
P=0.002）の存在と関連していた。 α-Gal 感作率は、STEMI 患者ではマッチした健康対照群と比較
して 12.8 倍高く、STEMI 患者ではマッチした安定 CAD 患者と比較して 2.2 倍高かった（それぞれ
17% 対 1.3%、P=0.01、20% 対 9%、P=0.03）。
結論: α-Gal 感作は、年齢、性別、従来のリスク因子とは無関係に、非石灰化プラーク（オッズ比 
1.62 [95% CI 1.04～2.53]、P=0.03）および閉塞性 CAD（オッズ比 2.05 [95% CI 1.29～3.25]、
P=0.002）の存在と関連していた。 α-Gal 感作率は、STEMI 患者ではマッチした健康対照群と比較
して 12.8 倍高く、STEMI 患者ではマッチした安定 CAD 患者と比較して 2.2 倍高かった（それぞれ 
17% 対 1.3%、P=0.01、20% 対 9%、P=0.03）。





冠動脈疾患

血管内プラーク石灰化

血管内プラーク

閉そく性冠動脈疾患

α-Gal感作あり

α-Gal感作なし

メタボリックシンドローム

ソフトプラークスコア

冠動脈石灰化スコア



国民健康調査と多民族アテローム性動脈硬化症研究において、
一般的な食物アレルゲンに対するIgEは心血管疾患による死亡率と関連

背景:食物アレルギーの症状のない人では、食物特異的 IgEは臨床的に無関係である
と考えられていた。 
しかし、最近の研究ではα-Gal IgEが心血管 (CV) 疾患との関連が示唆された。

目的: 私たちは、一般的な食物アレルゲンに対する感作が心血管疾患による死亡率
と関連しているかどうかを調べた。

方法：2019年までに確認された食品に対するIgE感作と心血管死亡率との関連性は、
2005～2006年の全国健康調査（NHANES）および多民族動脈硬化研究（MESA）コ
ホートのウェイクフォレスト施設で調査された。MESAは、2000年から2002年の間
にベースラインの臨床心血管疾患のない成人が登録された。

牛乳、卵、ピーナッツ、エビ、空気アレルゲンパネル（NHANES）、および
牛乳、アルファガルα-Gal 、ピーナッツ、ダニ、チモシーグラス（MESA）

に対する総IgEおよび特異的IgEが測定された。

性別、年齢、人種/民族、喫煙、教育、喘息を調整したCox比例ハザードモデルが構
築された。 (J Allergy Clin Immunol 2024;153:471-8.)



一般的な食物アレルゲンに対するIgEは心血管疾患による死亡率と関連している。

結果: NHANES の成人 4,414 人 (心血管疾患による死亡 229 人) と MESA の成人 960 
人 (心血管疾患による死亡 56 人) が対象となった。
NHANES では、少なくとも 1 種類の食品に対する感作が心血管疾患による死亡率
の上昇と関連していた。

 (ハザード比 [HR]、1.7 [95% 信頼区間 (CI)、1.2-2.4]、P = 0.005)
牛乳に対する感作は特に関連しており (HR、2.0 [95% CI、1.1-3.8]、P 5 .026)、この
結果は MESA でも再現された (HR、3.8 [95% CI、1.6-9.1]、P =0.003)。

NHANES での分析を関連するアレルゲンの摂取者に限定すると食物感作との関係
が強化され、心血管疾患による死亡のさらなる危険因子としてエビやピーナッツ
への感作が明らかになった

結論：食物感作が心血管死亡リスクの増加と関連しているという発見は、
明らかなアレルギーを伴わない感作は

良性であるという現在のパラダイムに疑問を呈する

この関連のメカニズムを解明するにはさらなる研究が必要である。 
(J Allergy Clin Immunol 2024;153:471-8.)

国民健康調査と多民族アテローム性動脈硬化症研究において、
一般的な食物アレルゲンに対するIgEは心血管疾患による死亡率と関連



食物IgE陽性者は、食物IgE陰性者に比して心血管死亡が高い。
特に牛乳のIgE陽性者は心血管死亡が高い。

空気中のアレルゲン物質に対するアレルギーでは差がない



牛乳のIgE陽性者は心血管死亡が高い。



症例全体でみると、
牛乳、ピーナッツ、エビのIgE陽性者がこれらのアレルギー原因食品を食べると

アレルギーがあって食べていない人に比べると心血管死亡率は上昇した



IgE値が2000UA/Lを超える高値例では、
牛乳、ピーナッツ、卵、エビのIgE陽性者がこれらのアレルギー原因食品を食べると

アレルギーがあって食べてない人に比べると心血管死亡率は上昇した

食物アレルギーの治療：食べて治す免疫療法は臓器を障害する



わが国の循環器疾患の危険因子「冠動脈疾患」https://www.jacd.info/library/jjcdp/review/52-3_03_matsunaga.pdf

食物IgE陽性のハザード比は
喫煙や高血圧より大きい？



有害化学物質（毒物）が体内に入り心臓血管系を障害し、心血管疾患を起こし、
心血管疾患による死亡率が上昇した可能性

有害化学物質（毒物）の体内侵入を阻止するためにアレルギーを起こす

アレルギーがある食品を食べていると心血管疾患の有病率が上昇し、
心血管疾患による死亡率が上昇

アレルギーがあってもアレルギー原因食品を食べなければ
心血管疾患の有病率は上がらない

神経系や内分泌、代謝系、免疫系の疾患に比べて
心臓血管系の疾患の診断は明瞭なため、アレルギーとの関係が分かりやすい

●アトピー性皮膚炎は体内で処理できない有害化学物質（毒物）を皮膚から排泄して体をきれ
いにする仕組み
一度は体内に入ってしまうので、有害化学物質（毒物）の影響が心臓の病気に出ている

●アレルギー反応（ＩｇＥ）は、有害化学物質（毒物）を体内に入らないように阻止する免疫



同様なことは、小児で経験

●多動や自閉症などで発達障害の症状が強い子どものIgEを調べると
多種の食物に対してIgEが陽性であった。

●しかし、アレルギー症状は少なく、神経症状を中心に呈した

● IgEが陽性にもかかわらずその食品を食べると、
含まれる化学物質によって神経系が障害を受け、

神経症状の悪化につながっている可能性がある

●そして、実際にアレルギーに従って食事や環境を改善し化学物質の
摂取と曝露を減らすと、情緒、精神症状、神経症状が改善し、多動が
少なくなり集中力が増し異常な行動が減ることを経験

IgEの結果を無視してはいけない：IgEは体に合わない物質を見つけるセンサー

アレルギーの子供たちは有害な物質を検出できるすごい能力を持っている





化学物質に過敏な症例において

アレルギーがあるもの（有害な化学物質を含む）を
環境中や食品中から排除する

化学物質による病的状態が軽減
アレルギーを起こす必要がなくなる



健康な状態
健全な発育

持っている能力の全面的な発揮

一度起こしてしまうと治りにくい病気
発達障害、奇形

血管障害（脳梗塞、心筋梗塞など）
認知症、糖尿病

神経疾患、精神疾患、悪性新生物など

環境中・食品中のさまざまな化学物質や毒物

アトピー性皮膚炎によって
有害物質を体外に排泄

アレルギーを起こして
原因物質の体内進入を阻止



化学物質の曝露・排泄とアレルギー・アトピー性皮膚炎

アレルギー反応：哺乳動物が進化の末に獲
得した高度な免疫－微量の毒物を含む物質
を認識し、体内への侵入を阻止する反応
化学物質過敏症では神経系を敏感にさせて毒物
を検知

アレルギーやアトピー性皮膚
炎を起こすことができない人

アレルギーを起こ
すことができる人

アレルギーを起
こして健康を害
する化学物質を
含む物質の体
内侵入を阻止

健康を害する化学
物質を体内に多量
に取り込んでしまう

化学物質過敏症
血管障害
神経障害
精神障害
内分泌障害
発癌
発達障害

体内に入り込んでし
まった脂溶性の化学
物質

皮脂腺より皮脂ととも
に排泄してアトピー
性皮膚炎を起こす

胆汁中に排泄され食
物繊維や葉緑素に吸
着されて体外へ排泄

胎児期の
化学物質曝露

広範性発達障害
注意欠如多動障害

健康な状態を
維持

体内の化学物質を
減少させる

アトピー性皮膚炎を
起こすことができる人

進化→



こどもたちの正常でたくましい発達のためには

きれいな空気と水と土
そして体に合った食べ物が必要



お
わ
り
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